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シーニックバイウェイ北海道推進協議会

ベスプロ2023 最優秀賞
釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ

景観診断をもとにマスタープランを作成

マスタープランによる計画的な景観改善

～サスティナブルな景観づくりマスタープランの再構築と実施～



①活動概要

●活動の目的・目標

●活動内容：

●活動期間：平成17年度～

②活動の体制

③ＰＲポイント
活動当初は各エリアでお客さんを奪い合う意識もあり、な
かなか「広域連携」自体の意識が定着しなかったが、観光
協会長サミットを中心に、地道な活動を2007年から20年に
わたり展開してきた。

宗谷シーニックバイウェイがこれまでに積み上げてきた実
績とノウハウを活かし、地域連携DMOの準備を進めること
で、これまで築いてきた信頼関係を基盤に、DMOを中心と
した広域連携の組織体を構築することができた。

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

様式 （★指定・候補ルート共通）

シーニックバイウェイの広域連携を
ベースとした地域連携DMOの設立 宗谷シーニックバイウェイ

活力ある地域づくり

平成17年～
これまで一度も実施されていなかったルート内の「観光協会長
サミット（民間）」を開催し、地域共通の課題を抽出するとと
もに、連携した取り組みを開始した。さらに、シーニックバイ
ウェイ観光分科会を母体として、事業を展開するための「北宗
谷広域観光推進協議会」を設立。首都圏や中部圏に向けたトッ
プセールスや合同キャンペーンを実施し、観光案内所間での情
報交換および情報発信も行った。

平成26～28年

新たな取り組みとして、インバウンド
に関する勉強会を実施したほか、観
光に関心を持つ若手を中心とした
ワークショップ「しゃべり場」を、宗谷
エリアの今後の観光を考える場とし
て各地で開催した。さらに、先進事
例から学ぶため、スイスを視察し、ア
ドベンチャートラベル（AT）、スイスモ
ビリティ（サイクルツーリズム）、DMO
の取り組みについて学習した。

令和元年～

北宗谷広域観光推進協議会を解散し、地域連携DMOの設立に
向けて、宗谷シーニックバイウェイで培ったノウハウを活かしな
がら準備を進めた。ナショナルサイクルルートの指定に向けた
取り組みの一環として、先進地である熊野古道を視察し、また
台湾のサイクリストとのコミュニティづくりにも着手。こうした取り
組みを経て候補法人期間を終え、令和6年3月に正式登録を果
たし、持続的な観光地形成に向けた新たな一歩を踏み出した。

第1回観光協会長サミット

平成17年2月25日開催

しゃべり場 in 礼文

平成27年5月1日開催

設立記念シンポジウムの開催

令和6年6月9日開催

広域連携の基礎づくり

連携の強化・拡大
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体制図

平成14年をピークに観光客の減少が続いていた北宗谷では、問題解決のためには商圏内の連携による取り組
みが必要であった。そこで、これまで無かった新たな連携の仕組みとして「シーニックバイウェイ制度」を
導入し、ルート運営の基本である「観光空間づくり」を軸に据え、「地域づくり」や「美しい景観づくり」
と連動させながら、観光の再生を目指した。

熊野ﾂｰﾘｽﾞﾑﾋﾞｭｰﾛｰへの視察

令和4年11月

スイスへの視察

平成27年10月
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標:
・地域団体と道路管理者が協働で魅力ある道路景観の保持・改善を推進する「秀逸な
道」区間に設置されているビューポイントパーキングにおいて、優れた「眺望」を楽
しんでもらうための「視点場」の魅力度向上に向けた検討や試行を実施し、ビューポ
イントパーキングでの滞在時間の増加や快適性の向上、利用シーンの多様化を目指す。

・北海道科学大学と地域の団体・道路管理者等が連携し、ベンチや花壇、案内看板等の
ビューポイントパーキング付属施設について、デザイン検討・製作等を行う。

●活動内容:①ビューポイントパーキングの維持管理活動(草刈・清掃等):毎年６～８月
②現地看板の設置による地域情報の提供と効果検証:毎年６～10月
③道路空間を利用したオープンカフェ ※道路協力団体制度の活用:毎年5～10月
④「秀逸な道」カードによる現地来訪＆周遊促進に向けた試行:R5年度～
⑤「秀逸な道」を対象とした現地ヒアリング・景観診断調査:毎年6月,9月
⑥北海道科学大学との連携によるビューポイントの魅力アップ検討と試行:R6年度～

●活動期間:令和2年度(2020)～令和6年度(2024) ※継続・拡大展開中
●実施場所:ニセコ羊蹄エリア:「秀逸な道」区間（VPP３箇所）

(倶知安町八幡、京極町更進、喜茂別町相川の各VPP)

②活動の体制

③ＰＲポイント
【総意工夫した点や苦労した点】
・2017年(H29)の〈電線見えない化〉の継続・発展系として、PDCAサイクルによるビ

ジョンの明確化、プロセスの共有を徹底し、継続的な魅力アップに寄与している。
【活動による効果】
・SNS利用者に「秀逸な道」カードが投稿され、現地来訪･周遊促進に寄与している。
・このプロジェクトを担う地域活動団体(喜茂別・京極・倶知安)が3年連続で「みどりの

愛護」功労者国土交通大臣表彰を受賞し、活動継続のモチベーション向上に繋がった。
・学生には、ビューポイントでアイディアを形にできる貴重な機会となり、地域活動団

体や行政には、若い世代にシーニック活動を知ってもらう機会の創出に繋がる。

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

様式 （★指定・候補ルート共通）

支笏洞爺ニセコルート

美しい景観づくり
～地域のシンボル〈羊蹄山〉の眺望を守る・整える・育む～

学官地域連携によるビューポイント魅力アッププロジェクト

Action Plan

Check Do

●現地ヒアリング調査
●「秀逸な道」景観診断調査

●道路空間の維持管理
(草刈・清掃等)

●移動販売車オープン
カフェ等による収益活動
※道路協力団体制度の活用

●看板設置・効果検証
●「秀逸な道」カード
(VPP:3箇所)

●意見交換会
●ワークショップ

●推進プラン作成・見直し
●実施メニューの検討

ビューポイント魅力アップに向けた具体例
美しい景観づくりの継続的・拡大展開に向けたPDCAサイクル

プロジェクトメンバー
地域活動団体・自治体・北海道科学大学・道路管理者・ルートコーディネーター

現地看板の設置
「秀逸な道」
カード(3種類)

※プロジェクトの推進にあたり、
ルート(地域活動団体)・北海道科学大学・小樽開建・decの
四者間において随時、情報共有を図ることとする。

学官地域連携スキーム
・シーニックバイウェイ北海道 支笏洞爺ニセコルート(地域活動団体）
・北海道科学大学 (工学部建築学科/未来デザイン学部）
・国土交通省 北海道開発局 小樽開発建設部
・(一社)北海道開発技術センター

学生からのプレゼン

支笏洞爺ニセコルート
ニセコ羊蹄エリア

代表者会議
小樽開発建設部 VPPでのオープンカフェ現地景観診断調査 植樹桝の手入れ

工学部建築学科
未来デザイン学部

ルート
コーディネーター
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②活動の体制

③ＰＲポイント

様式１ （★指定・候補ルート共通）

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称 ひがし北海道「より道」トクするQR

釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ

魅力ある観光空間づくり

釧路湿原・阿寒・摩周
シーニックバイウェイ

①活動概要
●背 景:道の駅利用者が弟子屈町内の施設を利用せず通過してしまう

てしかが情報掲示板（アナログ）では情報量に限りがある
多くの地域施設（特に個人店）が外国語に対応できていない

●活動目的:デジタルによる地域施設の利用促進
●活動内容:地域施設への参画の打診

情報収集と情報の掲載、英語翻訳、チラシの配布
●活動期間:令和4年度～継続中
●活動場所:釧路市、弟子屈町、中標津町、白糠町、鶴居村の各施設
●施 設 数 :53施設（配布のみの施設を含む）

最大27施設まで
図 てしかが情報掲示板

●エリア拡大 :道の駅しらぬか恋問館のリニューアルに併せて白糠町を追加
●利便性の向上:情報提供のスペースに限りがなく、Webページにて無限に増加可能

外国語への対応が困難な地域施設の情報を英語で提供
スマホの機能により各国の母国語へ自動翻訳でき英語以外も提供可能

●情報の鮮度 :情報を即時に修正可能
●アナログとデジタルの共存:既存のてしかが情報掲示板も残す
●道の駅第3ステージ:道の駅×日本風景街道の連携強化を促進

図 より道トクするQR Web画面英語版 英語版図 しらぬか恋問館リニューアルオープン 図 英語版チラシ

白糠町内6施設を追加

無限に増加可能

スマホの翻訳機能により
英語以外も提供可能

即時に修正可能
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①活動概要（目的・目標、具体的な取り組み等）
●活動の目的・目標：

・通年でのサイクリングやフットパス等の観光コンテンツの創出・検討

・花咲線や路線バス等の地域公共交通の活用

これらを通じて地域の観光資源を掘り起こし、広域連携による「新しい
旅のカタチ」創出を図り、地域活性化を目的とする。

●活動内容：

・観光コンテンツの創出および試行、関係者との意見交換会等の実施

●活動期間：

令和元年度～ フットパスの維持管理、新規フットパスの試行、フット
パスを活用したサイクリングの試行 など

令和6年 6月30日 ねむろエコモビたび

令和6年12月 1日 レンタサイクル・日本本土最東端サイクリング認定証
発行事業

令和7年 2月18日 冬季観光コンテンツ造成事業

②活動の体制

●活動団体、人数、体制図等

③ＰＲポイント
【創意工夫した点や苦労した点】

・鉄道や路線バスとの「輪行」がしやすい折りたたみ自転車を活用し、地
域の観光資源と連携することで気軽にサイクリングが楽しめる仕組みを
検討・試行。

・「本土最東端」というこの地域ならではの特性を活かしたコンテンツを
構築。

【活動による効果】
・試行や意見交換会を通して、新たなコンテンツ造成案など、当該エリ

アの可能性を再認識でき、今後の継続した活動が見込まれる。

エントリー部門

ル ー ト 名 称

活 動 名 称

様式（★指定・候補ルート共通）

ひがし北海道の新しい旅のカタチづくり事業

知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ

魅力ある観光空間づくり

知床ねむろ北太平洋シーニックバイウェイ

民間組織（観光ガイド、交通事業者）
モニター参加者

関係機関との調整等

釧路開発建設部
羅臼町、標津町、
中標津町、別海町、
根室市、浜中町、
厚岸町、釧路町

企画や実施結果とりまとめ等

連携

協力等

【令和6年度の活動概要】
●6月30日 ～折りたたみ自転車×根室交通×JR花咲線×手ぶらでキャンプ

＝ねむろエコモビたび～

路線バス（根室駅～別海町奥行臼）→サイクリング→手ぶらでキャンプ
【昼食：BBQ】→サイクリング→JR花咲線（厚床駅～根室駅）
●12月1日 レンタサイクル・日本本土最東端サイクリング認定証発行事業

サイクリング（根室駅～納沙布岬）→ノツカマップ灯台・ヲンネモトチャ
シなどに立ち寄り本土最東端納沙布岬へ→路線バス（納沙布岬～根室駅）
●2月18日 冬季観光コンテンツ造成事業

別海町 野付半島サイクリング（根室海峡、野付湾、氷平線、シカなどの野
生動物、国後島を眺めながらライド、野付半島ネイチャーセンターで昼食）

標津町 ポー川史跡自然公園スノーシュートレッキング（ポー川、標津湿原、
復元された竪穴式住居等の史跡を巡るトレッキング） 4


